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主な会議スケジュール

（主会期） 2001年6月1日（金）～4日（月）

　　　　　　　　＊約100カ国より　約600名が参加

31日（木） ccTLD会合

1日（金） DNSO業界別会合

2日（土） DNSO全体総会

　　　　　　 DNSO Names Counsil
3日（日） ICANN全体総会

4日（月） ICANN理事会

5日（火） At-large Study Committee　
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ICANNの構成

政府機関
助言委員会

(GAC)
CEO + 9名(一般会員による選挙) + 9名(各SOから3名)
理事会

アドレス支援組織
(ASO)

ドメイン名支援組織

(DNSO)
プロトコル支援組織

(PSO)

含：村井純、加藤幹之
全世界から代表
含：総務省

構成メンバ=
世界5地域のアドレス
管理・割当て機関

(APNIC, ARIN, RIPE NCC)

構成メンバ=
IETF, WWWC, ETSI, ITU

提言 提言

提言

評議会(各構成母体3名)

含：荒野高志
(NTT-Com)

評議会(メンバ3名)

構成母体=
7業界の自主組織

一般会員

(At Large)

構成母体=個人

人
人 人

人

評議会(各メンバ2名)

助
言

9名 19名 8名
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理事会決議内容

　
以下の5点が採択された：

• 2001-2002年度予算案採択

• レジストラ申請料の値上げ
　及び年間維持料の構成変更

• 新RIR認定基準の検討

• .orgレジストリ問題のDNSOへの検討要請

• 新ｇTLD導入後のモニタリングタスクフォー

スの設置
→別プレゼン
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2001-2002年度予算

• 年間603万ドル

• 内大きなもの
– 人件費 180万ドル

– システム運用 90万ドル
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ｇTLDレジストラ申請料の値上げと
レジストラ年間維持料の構成変更

• 申請料　　現在 US$1000　　　　　
　　　　　　　　2001年7月1日～ US$2500

• 年間維持料　　　

　　　　　　　・　現在 １TLDにつきUS$5000
　　　　　　　・　2001年7月1日～ 基本料　US$4000
　　　　　　　　　　＊最初の1TLDを含む

　　　　　　　　　　　　＊その後　gTLD追加毎に　US$　500　を加算

（例）　現gTLD（.com,.net,.org）＋新gTLD3つを運用する場合

　現料金での算出　US$5000×4TLD　＝　US$20000
　　　新料金での算出　US$4000＋US＄500×3追加TLD　＝US$5500
　　　※尚、既に認定済のレジストラについては今年はUS$5000　を適用
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RIR(Regional Internet Registry)認定基準

• これまでにICANNのもと活動しているRIR
– APNIC (アジア太平洋地域)
– ARIN (北米地域)
– RIPE NCC (欧州地域)

• 活動準備中のRIR
– LACNIC (中南米&カリブ海地域)
– AFNIC (アフリカ地域)

• 活動準備中のRIRに対する認定基準をASOが案と
してまとめそれをICANNが採択
– 地域ISP等のサポートがあること

– open & transparentな業務手順であること

– 少なくとも年1回、ポリシー議論のためのープンな会合を
開くこと
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.org レジストリ問題

• 米国Verisign/NetworkSolutionsの.orgレジ
ストリ期間が2002年12月31日に終了

＜今後の検討事項＞
• 新.org レジストリの選考基準案の策定

• 新たな組織の設立を求めるか、既存の組織とするか？

• .orgの運用ポリシーは？

• 2001年10月12日までにDNSO　Names Counselがレポー
ト提出、その後一般からのコメントを募集

　　（パブリックコメント期間）
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▲
.orgレジストリの

引継

2002.12.31 2005.6.30

▲
.net レジストリの

引継

（参考） Verisign/NSIのレジストリ

機能移行スケジュール

2007

▲
.com レジストリの

契約期間満了
各レジストリを公募する
（選定基準等は未定）
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その他の大きな話題

• IDN(多言語ドメイン名)
• ccTLD　Constituencyの独立化

• Alternate Roots
• At-large Study Committee

→別プレゼン
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IDN (Internationalized Domain Names)

• 理事会のWG(Chair：加藤幹之氏)がサーベイ結
果を中間報告
– IDNの必要性は強調されていた

– しかし、議論の中では技術プロバイド側慎重論と利用
側積極論が出た

• 技術標準化に時間がかかっている

• 標準化後もソフトの追随に時間がかかるかも

• 利用者は早い展開を望んでいる

– 現時点での多言語ドメイン名数
• 100万以上

• GACも多言語ドメイン名を後押し
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ccTLD　Constituencyの独立化
• 昨年7月の横浜会合の頃からccTLD 

Constituency内で議論開始

• 動機
– ICANNとの直接契約、直接会費支払い等、直接

ICANN-ccTLD間で会話を進めるべきことが多い

– DNSOでの話題はgTLD対応のものがほとんどで、
ccTLD独自の話題がDNSOにて議論されにくい

• 議論の流れ
– ccTLD Constituency

• ccSOを第一候補に独立を考える：コミュニケ発表

– DNSO
• 非商業団体(Non-Commercial)を除く全Constituencyが賛同

– Board
• 特に議論はせず：これから検討開始
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Alternate Roots

• 背景

– ICANNはシングルルート

– 別系統のルートが出てきている

• 課題

– 調整すべきか否か？

– ICANNはどういう立場をとるか？

• ICANNがdiscussion paperを出し、パブリックな議

論を開始
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今後のICANN会議予定

2001年9月6～10日
開催地　　ウルグアイ、Montevideo

2001年11月12～15日　

開催地　　米国、Marina del Rey　


